
■実施日：2018年6月17日(日)　■天　候：晴れのち曇り ■場　所：成田市中台運動公園　人工芝グランド　

■主　催：成田市サッカー協会 ■主　管：成田市サッカー協会　女子部 審判部

■共　催：成田市体育協会 ■協　賛：スポーツゼビオ成田店

■大会趣旨：女子サッカーの発展と健全な子供の育成をめざすとともに、その普及を図ることを目的に開催するものである。

■参加資格：U12は４月から新小学校６年生以下の女子、U15は４月時点で中学１年生以上の女子で構成されるチーム。

■U12の部優勝：◆千葉中央FC（連覇）◆準優勝：バディSC◆第３位：川越FC女子◆第４位：ラシルエラ成田

◆来賓挨拶：関川　義雄様 ◆来賓挨拶・門馬　紘一様 ◆来賓挨拶・宇都宮高明 ■ｽﾎﾟｰﾂｾﾞﾋﾞｵ成田店様挨拶

(成田市教育委員会教育長） （市体育協会会長／市協会顧問） （市議会議員／市協会顧問） (大会ｽﾎﾟﾝｻｰ)

■優勝：千葉中央FCと早乙女大会会長、セビオ店長 ■準優勝：バディSCと早乙女大会会長、ゼビオ店長 ■第３位：川越女子Jrと早乙女大会会長、ゼビオ店長

第10回　成田女子サッカーフェステバル　(1/3)

U12＆U15・女子サッカー大会

＜大会開催に際して＞平成20年から始まったこの大会も第10回を迎え、毎年桜の時期に開催していましたが、今年は諸事情
で６月梅雨時期の開催となりました。天気は昨日まで雨模様が今日は晴れとまさに少女たちにには恵みの太陽が輝きます。
U12の部は大会常連・戸木南ボンバーズの参加こそありませんでしたが、東京の強豪バディSCをはじめ、東小沢バンビーナ
（茨城）、川越FC（埼玉）、厚木FC（神奈川）、地元千葉からは千葉中央FCや、松戸SCと関東全域から全８チーム（ホー
ムのラシルエラ成田２チーム）の参加がありました。U15の部は今回はなく模範試合を兼ねてU15県リーグ戦（ラシルエラ成
田対暁星国際女子）を組込みました。U15はフルコート使用の11人員制、U12はハーフコートの８人制なので、大会運営中
にコートチェンジに運営側も挑みます。開催に際し、大会来賓の関川教育長他から梅雨時期晴れ間を利して将来のなでしこを
目指してGOOD PLAYを期待するなどの激励の言葉がありました。



Aリーグ

La Ciruela Narita ● 〇 ●
（成田市） 0 － 5 1 － 0 1 － 2
バディSC 〇 〇 〇
（東京都） 5 － 0 11 － 0 6 － 0
松戸FC ● ● 〇
（千葉県） 0 － 1 0 －11 1 － 0
厚木ガールズ 〇 ● ●
（神奈川県） 2 － 1 0 － 6 0 － 1

第7位 第5位 第3位 優勝
2 1 1 P 2 0 P 1
0 0 1 K 3 0 K 2

Bリーグ 第8位 第6位 第4位 準優勝

La Ciruela Narita ● ● △
nxet  （成田市） 0 － 4 0 － 3 0 － 0
千葉中央 〇 〇 〇
（千葉県） 4 － 0 5 － 0 4 － 0 　
川越女子Jr 〇 ● 〇
（埼玉県） 3 － 0 0 － 5 1 － 0
東小沢バンビーナ △ ● ●
（茨城県） 0 － 0 0 － 4 0 － 1

■優勝・千葉中央FC（4度目の優勝）■ ■準優勝・バディSC■

■第3位・川越女子Jr■ ■ホームのLC成田は善戦するも４位■ ■LC成田NEXTは第８位■
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　　第10回　成田女子サッカーフェステバル（2/3）
U12&U15 女子サッカー大会　U12の部　試合結果

＜U12・結果＞今年の大会は、６月梅雨時期開催ながら幸運にもピンポイントで晴れ間の広がる空模様のな
か、少女達の白熱したプレーの末、千葉中央FCが強豪バディSCをPK戦の接戦に末に退け、４回目（２大会連
続）で見事に優勝を飾りました。遠路埼玉から参加の川越女子ジュニアが健闘しPK戦の末第３位にはいり、ラ
シルエラ成田は善戦するも第４位、上位常連の松戸FCはバディ戦での大量失点が響き７位となりました。
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ラシルエラ成田
■監　　督 小林 ❼
■コーチ 小澤 櫻井

位置 名前 ❾ ⓫
関　桃菜　ももな 玲南 奈桜

小澤　舞帆　まほ ❿ ❸
小島　那奈　なな ❹ 香波 遥菜 ⓯
大崎　有紗　ありさ 舞帆 ❺ ❽ ⓭ 李菜

米田　李菜　りな 那奈 有紗 凛

浅野　凛　りん ⓬
岩崎　香波　かなみ 桃葉 ◆試合開始前の勝利を誓う円陣
篠田　遥菜　はるな
大塩　奈桜　なお
櫻井　七聖　ななせ
戸辺　玲南　れいな

ＳＵＢ
DF 吉澤茉羽奈　まはな
MF 佐藤　瑞己　みずき

島村　香帆　かほ

◆１TPOで奮闘、七聖 ◆最終ラインを死守する守備陣

◆ラシルエラ成田U15◆ ◆暁星国際U15イレブン◆

飯嶋写真館提供待ち

第10回　成田女子サッカーフェステバル（3/3）

U12&U15　女子サッカー大会(県リーグU15・１部公式戦)

U15の部は今回大会は諸事情で未実施となりましたが、代わりに県リーグU15・１部、ホームのラシルエ
ラ成田対暁星国際女子U15との県リーグ公式戦が行われました。８人制コートを１１人制に変更する必要も
あります。市協会女子部設立の目的は成田地区ユース世代育成のフォローアップ。是非、サッカーを続け、
U15からU18（成田北高、成田国際高）や、将来的にはLC成田レディースに加入してまず県民大会での好
成績と、成田地区の女子サッカーの発展への活動に参加してくれる事も期待しています。

《試合結果》ホームのLC成田は５－３－２の布陣、しっかり守りFW櫻井七聖選手への縦パスから得点をう
かがう戦術。しかし力の差は明らかで、終始押し込まれ自陣で戦う時間帯が長く、守備陣にとっては弾き返
しても中盤が薄く、すぐ拾われまた攻撃を受けるハードジョブの連続、攻撃陣にとっては球が来ないため次
第に引き気味となり、パスをもらっても相手DFを振り切れず、ドリブルでハーフラインを超えるのが精一
杯、守備に回る時間も多く結局、善戦するも見せ場なく０－４でストレート負け。次なる試合までに課題修
正し、まず1勝を期待したいところです。
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LC成田U12NEXT（千葉県成田市）
■本大会のホームチーム、我らがLC成田頑張れ！ ■本大会のホームチーム、我らがLC成田の次世代頑張れ！

写真準備中

■昨年大会は不参加ながら、参加時は常勝チームの強豪チーム ■この大会過去、優勝３回を誇る、今回も当然上位を狙う

　

■大会参加常連チーム、少数精鋭で上位入賞に挑む ■毎年参加の常連チーム、大量失点しないようとの控え目な発言

　

■昨年から参加、埼玉川越からの遠路の参加、今年は上位を狙う ■昨年は最小人数８名、今年は揃えてきました。元気なチーム
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第１０回　成田女子サッカーフェステバル　U12・チーム一覧

攻撃力

【概要】成田地区
女子サッカー発展
の起点として２０
０９年（H20年）
に開催が始まり、
今回で１０回目。
記念すべき大会に
強豪バディSC、過
去３回優勝を誇る
千葉中央他８チー
ムが参戦しまし
た。
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